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っ
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政
　
樹

1

　
　
は
　
じ
　
め
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
地
で
の
政
治
意
識
と
投
票
行
動
に
つ
い
て
の
調
査
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
は
今
日
に
い
た
る
ま
で
こ
れ
に
類
す
る
調
査
は
行
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

　
民
主
主
義
の
政
治
制
度
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
多
数
の
人
々
の
政
治
参
加
を
予
定
し
　
　
こ
の
数
々
の
調
査
は
、
島
根
県
に
お
け
る
政
治
意
識
と
投
票
行
動
に
関
す
る
貴
重
な

て
成
り
立
っ
て
い
る
。
政
治
参
加
の
形
態
は
多
様
で
あ
る
が
、
そ
の
最
も
制
度
化
さ
　
　
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
両
氏
の
研
究
の
後
を
受
け
継
い
で
、

れ
た
も
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
選
挙
で
あ
り
、
選
挙
は
最
も
多
数
の
人
々
が
参
加
す
　
　
昭
和
五
〇
年
代
後
半
に
中
村
宏
氏
に
よ
る
島
根
の
保
守
政
治
集
団
の
研
究
、
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
政
治
活
動
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
我
々
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
か
つ
重
要
な
政
治
　
　
松
江
市
長
選
挙
の
氏
投
票
率
を
め
ぐ
る
研
究
が
公
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
研

へ
の
参
加
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
は
、
島
根
県
の
高
い
投
票
率
の
原
因
を
そ
の
時
代
的
状
況
に
即
し
て
解
明
し
よ
う

　
島
根
県
は
、
選
挙
に
お
け
る
参
加
の
度
合
い
、
す
な
わ
ち
投
票
率
の
高
い
県
で
あ
　
　
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
現
在
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
を
読
み
返
し
て
あ
ら
た
め
て
先

る
。
本
稿
末
尾
の
付
表
か
ら
分
る
よ
う
に
、
島
根
県
は
戦
後
一
貫
し
て
高
い
投
票
率
　
　
の
問
題
に
立
ち
向
か
う
時
、
な
お
解
明
さ
れ
て
い
な
い
事
柄
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て

を
記
録
し
て
い
る
。
特
に
最
近
の
約
二
〇
年
間
は
、
国
政
レ
ベ
ル
の
選
挙
で
は
常
に
　
　
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
位
と
い
う
め
ざ
ま
し
い
成
績
を
上
げ
て
い
る
。
な
ぜ
島
根
県
は
こ
の
よ
う
に
高
い
　
　
　
そ
こ
で
我
々
は
、
な
ぜ
島
根
県
は
高
い
投
票
率
を
記
録
し
続
け
て
い
る
の
か
と
い

投
票
率
を
記
録
し
、
か
つ
維
持
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
島
根
県
の
選
挙
に
　
　
う
問
題
意
識
を
受
け
継
い
で
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
問
題
を
検
討
し
よ
う
と
思
う
。
そ

関
す
る
研
究
は
常
に
こ
の
問
題
意
識
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
　
　
の
た
め
、
本
稿
は
先
行
者
の
調
査
研
究
を
再
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
そ
こ
か

こ
の
よ
う
な
研
究
と
し
て
は
、
昭
和
三
〇
年
半
ば
か
ら
四
〇
年
代
終
り
に
か
け
て
山
　
　
ら
支
持
し
う
る
も
の
と
支
持
し
え
な
い
も
の
を
整
理
し
今
後
の
研
究
方
向
を
設
定
す

岡
栄
市
・
山
田
政
治
の
両
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
政
治
意
識
と
投
票
行
動
に
関
す
る
　
　
る
こ
と
、
そ
し
て
支
持
し
う
る
命
題
を
補
強
し
て
問
題
解
明
の
糸
口
を
探
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
（
1
）

一
連
の
調
査
研
究
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
両
氏
の
共
同
研
究
は
、
数
回
に
及
ぶ
県
下
　
　
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
多
様
な
調
査
に
よ
る
資
料
の
入
手
を
待
た
ね
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
。
社
会
科
学
一
第
二
十
三
巻
－
第
一
号
　
一
頁
∫
一
九
頁
　
平
成
元
年
七
月
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図1　投票参加に影響を与える要因群
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な
い
が
、
さ
し
当
っ
て
本
稿
で
は
既
得
の
資
料
を
も
と
に
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
最
後
に
、
本
稿
で
投
票
参
加
1
1
投
票
率
の
問
題
を
考
え
る
分
析
枠
組
を
示
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

く
。
図
1
は
そ
の
分
析
枠
組
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
説
明
さ
れ
る
べ
き

「
目
的
変
数
」
は
投
票
参
加
で
あ
る
。
「
基
本
的
な
説
明
変
数
」
は
、
「
有
権
者
の
杜

会
的
属
性
」
で
あ
り
、
図
の
よ
う
に
六
つ
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
投
票
参
加
と
杜

会
的
属
性
の
問
の
「
媒
介
変
数
」
と
し
て
は
、
「
政
治
的
関
与
」
と
「
組
織
加
入
」
が

考
え
ら
れ
る
。
前
者
に
含
ま
れ
る
要
因
の
う
ち
、
政
治
的
有
カ
感
は
、
選
挙
や
自
分

の
行
動
の
影
響
力
に
対
す
る
評
価
に
関
す
る
要
因
で
あ
る
。
参
加
の
コ
ス
ト
感
覚
は
、

無
風
選
挙
、
悪
条
件
、
多
忙
、
体
調
が
悪
い
時
で
も
投
票
に
行
く
こ
と
に
か
か
る
コ

ス
ト
の
比
較
考
量
に
関
す
る
要
因
で
あ
る
。
ま
た
、
投
票
率
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
要
因
と
し
て
、
選
挙
の
競
争
度
、
同
時
（
同
日
）
選
挙
か
否
か
、
気
象
条
件
な
ど

の
選
挙
を
め
ぐ
る
状
況
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
選
挙
に
お
け
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
効
果
や
バ
ツ
フ
ァ
ー
・
プ
レ
イ
ヤ

ー
の
存
在
も
投
票
率
に
影
響
を
与
え
る
要
因
で
あ
る
。
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
効
果
と

は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
選
挙
結
果
の
予
測
報
道
が
、
有
権
者
の
投
票
行
動
に
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ら
か
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
」
を
い
う
。
ま
た
、
「
バ
ツ
フ
ァ
ー
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
は
、

基
本
的
に
自
民
党
政
権
を
望
む
が
、
政
局
は
与
野
党
の
伯
伸
状
態
が
よ
い
と
考
え
、

与
野
党
の
伯
伸
状
態
（
バ
ツ
フ
ァ
ー
）
を
考
慮
に
入
れ
て
投
票
を
行
う
有
権
者
の
こ

　
　
（
5
）

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
も
分
析
の
枠
組
に
組
み
込
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
選
挙
を
め
ぐ
る
状
況
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
効
果
、
バ
ツ
フ
ァ
i
・
プ
レ

イ
ヤ
ー
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
の
島
根
県
に
お
け
る
投
票
行
動
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
要
因
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
因
の
考
察
は
綿
密
な

調
査
を
待
た
ね
ば
な
ら
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下

の
考
察
で
は
、
と
く
に
「
杜
会
的
属
性
」
、
「
政
治
的
関
与
」
そ
し
て
「
組
織
加
入
」
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に
含
ま
れ
る
要
因
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。

（
1
）
　
山
岡
栄
一
氏
と
山
田
政
治
氏
の
手
に
よ
る
業
績
の
う
ち
、
本
稿
で
参
照
し
た
の
は
、
次
の

　
　
　
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
山
岡
栄
一
・
山
田
政
治
『
島
根
県
に
お
け
る
政
治
意
識
と
投
票
行
動
』
島
根
県
選
挙
管
理

　
　
委
員
会
、
昭
和
三
五
年
。

　
　
　
山
岡
栄
一
・
山
田
政
治
『
島
根
県
に
お
け
る
政
治
意
識
と
投
票
行
動
（
続
）
』
島
根
県
選
挙

　
　
管
理
委
員
会
、
昭
和
三
六
年
。

　
　
　
山
田
政
治
「
島
根
県
山
間
部
農
村
の
政
治
意
識
」
『
山
陰
文
化
研
究
紀
要
』
第
一
号
、
昭
和

　
　
　
三
六
年
。

　
　
　
山
岡
栄
丁
山
田
政
治
『
政
治
意
識
と
地
方
選
挙
の
問
題
点
』
島
根
県
選
挙
管
理
委
員
会
、

　
　
昭
和
三
八
年
。

　
　
　
山
田
政
治
「
選
挙
に
あ
ら
わ
れ
た
政
治
意
識
－
島
根
県
の
場
合
」
日
本
政
治
学
会
編
『
政

　
　
治
意
識
の
理
論
と
調
査
』
年
報
政
治
学
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
。

　
　
　
山
岡
栄
一
・
山
田
政
治
『
島
根
県
に
お
け
る
農
村
部
住
民
の
投
票
行
動
』
公
明
選
挙
連
盟
、

　
　
昭
和
四
〇
年
。

　
　
　
山
田
政
治
『
政
治
意
識
と
選
挙
行
動
の
実
態
－
島
根
県
農
村
部
の
場
ム
㌣
－
』
公
明
選
挙
連

　
　
盟
、
昭
和
四
二
年
。

　
　
　
山
岡
栄
一
『
政
治
意
識
と
選
挙
行
動
の
実
態
－
山
陽
と
山
陰
の
比
較
1
』
公
明
選
挙
連
盟
、

　
　
昭
和
四
三
年
。

　
　
　
山
岡
栄
一
『
政
治
意
識
と
選
挙
行
動
の
実
態
－
島
根
県
過
疎
地
域
の
場
ム
㌣
1
』
公
明
選
挙

　
　
連
盟
、
昭
和
四
四
年
。

　
　
　
山
田
政
治
『
政
治
意
識
と
選
挙
行
動
の
実
態
－
松
江
市
調
査
　
』
公
明
選
挙
連
盟
、
昭
和

　
　
四
四
年
。

　
　
　
　
　
　
　
政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

　
　
　
　
山
田
政
治
『
政
治
意
識
と
選
挙
行
動
の
実
態
－
島
根
県
仁
多
町
、
六
日
市
町
の
場
合
1
』

　
　
　
公
明
選
挙
連
盟
、
昭
和
四
八
年
。

（
2
）
　
中
村
宏
「
島
根
の
政
治
文
化
」
『
山
陰
文
化
研
究
紀
要
』
第
二
二
号
、
一
九
八
二
年
。

　
　
　
　
中
村
宏
「
低
投
票
率
の
人
口
統
計
学
的
考
察
H
・
o
」
『
選
挙
』
一
九
八
二
年
九
・
一
〇
月

　
　
　
号
。

　
　
　
　
中
村
宏
「
地
域
政
治
の
構
造
と
動
態
－
島
根
の
保
守
政
治
集
団
の
考
察
を
中
心
に
ー
」
『
島

　
　
　
大
法
学
』
第
二
六
巻
第
ニ
ニ
ニ
号
、
昭
和
五
八
年
。

（
3
）
　
こ
の
分
析
枠
組
は
、
蒲
島
郁
夫
『
政
治
参
加
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
、
に
示

　
　
　
さ
れ
た
も
の
に
手
を
加
え
た
。
ま
た
、
綿
貫
譲
治
他
『
日
本
人
の
選
挙
行
動
』
東
京
大
学
出

　
　
　
版
会
、
一
九
八
六
年
。
堀
江
湛
・
梅
村
光
弘
編
『
投
票
行
動
と
政
治
意
識
』
慶
応
通
信
、
昭

　
　
　
和
六
一
年
。
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

（
4
）
　
蒲
島
　
前
掲
書
　
一
七
一
頁
。

（
5
）
　
蒲
島
　
前
掲
書
　
一
七
一
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
一
、
政
治
意
識
と
投
票
行
動
の
研
究

　
前
述
の
目
的
か
ら
、
我
々
は
ま
ず
山
岡
③
山
田
両
氏
に
よ
る
調
査
結
果
の
報
告
と

分
析
を
要
約
的
に
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。
両
氏
は
、
昭
和
三
四

年
か
ら
昭
和
四
八
年
ま
で
の
問
に
、
島
根
県
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
現
在
の
明
る

い
選
挙
推
進
協
会
の
前
身
で
あ
る
公
明
選
挙
連
盟
の
委
託
を
受
け
て
、
県
下
各
地
で

一
連
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
調
査
は
、
委
託
者
の
次
の
よ
う
な
問
題
提
起
を
受
け
て
開
始
さ
れ
た
。
「
本
県
は
、

：
・
…
常
に
投
票
率
優
秀
県
の
云
統
を
保
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
投
票
の
質
　
選
挙
民
の
政
治
意
識
－
は
ど
の
よ
う
な
実
態
で
あ
ろ
う
か
。
」
す
な
わ



4
　
　
　
　
　
　
政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

ち
、
高
い
投
票
率
（
投
票
の
量
）
は
高
い
政
治
意
識
（
投
票
の
質
一
の
反
映
で
あ
ろ

う
か
。
我
国
で
は
都
市
部
と
農
村
部
の
投
票
率
を
比
較
し
た
場
合
、
常
に
後
者
が
高

い
値
を
示
し
て
お
り
、
農
山
漁
村
の
多
い
島
根
県
も
ま
た
高
い
投
票
率
を
記
録
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
農
村
部
の
高
い
値
は
如
何
な
る
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
は
高
い
投
票
率
が
同
じ
く
高
い
政
治
意
識
の
反
映
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な

い
か
。
塑
言
す
れ
ば
量
は
質
を
伴
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
委
託
者
の

秘
か
な
疑
い
が
存
在
し
て
い
た
。
は
た
し
て
調
査
の
結
果
は
、
こ
の
よ
う
な
疑
い
を

明
確
な
資
料
を
も
っ
て
実
証
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
治
意
識
と
投
票
率
と
の
関
係

に
つ
い
て
我
国
の
当
時
の
通
説
的
見
解
は
、
両
者
の
間
に
相
関
関
係
を
認
め
な
い
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
調
査
結
果
は
そ
れ
を
島
根
県
に
お
い
て
実
証
し
た
も
の
と
し
て

興
味
深
い
。
以
下
そ
の
論
理
を
辿
っ
て
み
る
。

　
島
根
県
民
の
「
政
治
意
識
と
投
票
行
動
の
実
態
」
は
、
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
ら

れ
る
。
「
政
治
意
識
の
中
心
点
と
な
る
政
治
へ
の
関
心
度
」
に
つ
い
て
は
、
政
治
へ
の

関
心
が
「
あ
ま
り
な
い
」
あ
る
い
は
「
少
し
も
な
い
」
と
答
え
て
政
治
に
対
し
て
「
否

定
的
関
心
」
や
「
無
関
心
」
を
示
す
人
が
多
く
、
「
一
般
に
政
治
に
対
す
る
積
極
的
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

心
が
う
す
く
政
治
的
無
関
心
が
支
配
的
で
あ
る
。
」
こ
こ
に
い
う
政
治
的
無
関
心
は
、

伝
統
的
な
村
落
共
同
体
の
生
活
習
慣
や
し
き
た
り
の
中
に
埋
没
し
て
政
治
へ
の
自
ら

の
判
断
を
持
た
ず
、
そ
れ
ゆ
え
政
治
に
関
心
を
示
さ
な
い
と
い
う
伝
統
型
（
前
近
代

的
）
無
関
心
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
都
市
部
に
典
型
的
な
近
代
型

の
無
関
心
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
伝
統
的
政
治
的
無
関
心
を
も
た
ら
し
、
政
治
意
識
の
高
揚
を
妨
げ
て
い
る
要
因
は

何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ま
ず
第
一
に
島
根
県
の
経
済
的
「
後
進
性
」
に
求
め
ら
れ

る
。
「
経
済
の
後
進
性
に
制
約
さ
れ
た
意
識
の
後
進
性
」
が
、
政
治
意
識
の
高
揚
を
妨

げ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
経
済
の
後
進
性
は
個
々
の
住
民
の
意
識
に
隈
ら
ず
、
大
枠

と
し
て
政
治
や
行
政
を
規
定
し
て
い
る
。
「
後
進
県
」
島
根
に
お
い
て
、
「
地
方
白
治

体
の
乏
し
い
財
政
は
、
国
ま
た
は
県
の
政
治
へ
の
依
存
度
を
強
め
、
上
級
段
階
の
政

治
に
よ
る
財
政
援
助
を
通
じ
て
、
経
済
的
依
存
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
意
識

的
依
存
の
関
係
す
ら
生
れ
て
く
る
。
…
…
経
済
的
白
立
性
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

識
面
と
行
動
面
に
お
け
る
独
立
性
が
希
薄
に
な
っ
て
ゆ
く
。
」
こ
の
よ
う
な
関
係
は

住
民
の
意
識
や
行
動
に
も
反
映
し
、
「
住
民
の
意
識
と
行
動
の
独
立
性
」
を
容
易
に
奪

い
と
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
れ
に
村
落
共
同
体
の
拘
束
が
加
わ
る
。
共
同
体
内
部
で
は
、
住
民
の
経

済
的
格
差
が
住
民
意
識
の
上
に
影
を
落
し
て
政
治
意
識
に
大
き
な
断
層
を
生
み
出
す

一
方
、
前
近
代
的
な
共
同
体
的
拘
束
が
こ
れ
を
強
化
す
る
。
山
村
に
お
い
て
は
、
下

層
住
民
の
多
く
が
「
貧
困
と
無
智
の
悪
循
環
」
の
中
で
無
関
心
を
助
長
さ
せ
て
ゆ
く
。

ま
た
漁
村
に
お
い
て
も
、
「
漁
村
特
有
の
部
落
共
同
体
意
識
が
強
く
、
意
識
の
共
同
性
、

同
質
性
が
強
要
さ
れ
」
、
「
村
の
有
力
者
と
つ
な
が
る
地
盤
票
と
ち
が
っ
た
政
党
や
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

策
を
支
持
す
る
こ
と
は
、
タ
ブ
ー
の
如
く
忌
み
嫌
わ
れ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
も

と
で
は
、
住
民
の
多
く
が
政
治
を
「
上
か
ら
の
支
配
」
で
あ
る
と
考
え
、
「
政
治
の
こ

と
は
お
え
ら
方
に
ま
か
せ
る
」
と
い
う
「
伝
統
的
政
治
意
識
の
枠
」
を
越
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
で
い
る
。
住
民
は
政
治
を
村
落
内
の
有
力
者
な
ど
他
人
ま
か
せ
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
と
の
接
触
を
自
ら
断
ち
政
治
と
の
距
離
を
拡
大
す
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
「
生
活
と
政
治
と
の
問
の
断
層
が
大
き
く
」
、
政
治
は
一
般
住
民
の
生
活
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

「
異
な
っ
た
次
元
」
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
政
治
的
無
関
心
と
高
い
投
票
率
と
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
が
第
一
の
眼
目
で
あ
る
。
政
治
的
関
心
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
投
票
率

が
高
い
と
い
う
事
実
か
ら
、
「
島
根
県
に
お
け
る
高
い
投
票
率
は
、
必
ず
し
も
十
分
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

政
治
意
識
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
」
。
政
治
的
無
関
心
層
は
、
政
治
に
無
関
心



5

で
あ
る
が
、
こ
ぞ
っ
て
投
票
に
参
加
し
、
そ
れ
が
高
い
投
票
率
と
な
っ
て
表
れ
る
の

で
あ
る
。
素
朴
な
義
務
感
で
投
票
に
行
く
人
々
も
多
い
が
、
相
当
量
の
政
治
的
無
関

心
層
が
投
票
行
動
へ
と
強
制
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
無
関
心
層
を
投
票
所
に
駆
り
立
て

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て
お
り
、
多
量
の
無
関
心
層
の
存
在
が
投
票
率
を
高
め
る
の

に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

　
そ
こ
に
働
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
第
二
の
眼

目
で
あ
る
。
投
票
を
強
制
す
る
最
大
の
契
機
は
、
地
域
の
有
力
者
に
よ
る
選
挙
運
動

で
あ
る
。
村
落
の
政
治
経
済
的
支
配
体
制
の
も
と
で
、
ま
た
霊
8
－
け
◎
－
霊
8
の
第
一

次
的
人
問
関
係
が
支
配
的
で
あ
る
村
落
構
造
の
中
で
、
有
力
者
に
よ
る
選
挙
運
動
は

最
後
の
一
人
ま
で
投
票
所
へ
と
駆
り
立
て
る
。
他
方
、
強
い
共
同
体
的
拘
束
に
よ
っ

て
人
々
は
集
団
的
圧
力
に
容
易
に
反
応
し
、
他
律
的
な
意
志
決
定
を
行
っ
て
同
調
投

票
へ
と
走
る
。
そ
の
結
果
、
「
出
か
せ
ぎ
、
転
出
、
精
神
薄
弱
、
高
齢
な
ど
の
理
由
を

除
き
、
投
票
日
に
地
元
に
い
た
人
々
は
、
全
部
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
投
票
に
出
か

　
　
　
　
　
　
（
7
）

け
る
こ
と
に
な
る
。
」
こ
う
し
て
、
村
落
の
有
力
者
に
よ
る
社
会
的
動
員
と
住
民
の
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

度
の
杜
会
的
同
調
こ
そ
、
高
い
投
票
率
を
生
み
出
す
原
因
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

大
量
の
無
関
心
層
と
共
同
体
的
拘
束
の
存
在
が
先
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
働
か
せ
る
条
件

な
の
で
あ
る
。

　
政
治
意
識
が
低
い
が
ゆ
え
に
投
票
率
が
高
い
と
い
う
一
見
逆
説
的
な
結
論
は
、
政

治
意
識
と
投
票
行
動
の
乖
離
を
鋭
く
指
摘
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
選
挙
啓
発
と
の
関

係
で
当
時
県
内
の
公
明
選
挙
運
動
関
係
者
を
中
心
に
各
界
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
両
氏
の
調
査
研
究
に
は
、
政
治
意
識
が
低
い
と
い
う
場

合
、
政
治
意
識
と
は
何
か
、
そ
の
高
低
は
ど
の
よ
う
に
し
て
測
定
し
う
る
の
か
、
と

い
う
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
三
回
目
の
調
査
で
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

問
題
の
解
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
変
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、
本
稿

　
　
　
　
　
　
政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

の
主
題
と
直
接
合
致
し
な
い
問
題
で
あ
り
、
我
々
の
問
題
設
定
は
す
で
に
示
し
た
の

で
こ
こ
で
は
と
り
上
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
両
氏
の
調
査
研
究
は
、
こ
れ

ら
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
正
し
く
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
以
後
の
調
査
研
究
で
は
、
全
国
的
な
投
票
率
の
比
較
か
ら
、
島
根
県
の
投
票
率
は

大
都
市
選
挙
区
の
投
票
率
が
低
下
傾
向
を
示
す
な
か
で
相
対
的
に
高
く
な
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

も
ま
た
明
確
に
論
証
さ
れ
て
い
る
。
島
根
県
に
お
い
て
投
票
率
を
高
め
て
い
る
要
因

が
、
大
都
市
選
挙
区
に
お
い
て
は
消
減
な
い
し
欠
如
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

島
根
県
の
高
い
投
票
率
は
杜
会
的
動
員
と
同
調
な
ど
の
心
理
的
要
因
の
ほ
か
に
、
投

票
所
数
の
増
設
、
棄
権
防
止
運
動
、
在
宅
投
票
制
な
ど
の
制
度
要
因
な
ど
の
「
効
果

的
な
か
ら
み
合
い
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
両
氏
に
お
い
て
、
年
齢
、
居
住
年
数
な
ど
の
社
会
的
属
性
が
投
票
行
動
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
も
そ
の
分
析
が
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
我
々
に
と
っ
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
問
題
は
、

次
の
よ
う
な
事
柄
で
あ
る
。
両
氏
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
よ
う
な
状
況
は
、
そ
の
後

「
後
進
的
」
農
山
漁
村
が
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
高
度
成
長
の
恩
恵
を
受
け
、
ま
た
過
疎

化
の
波
を
か
ぶ
る
中
で
著
し
く
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
両
氏
に
お
い
て
も

意
識
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
四
〇
年
以
降
の
調
査
研
究
で
は
、
農
山
漁
村
に
お
い
て
住

民
の
意
識
が
急
速
に
変
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
数
々
報
告
さ
れ
て
い
る
。
山
田
氏
は
昭

和
四
八
年
の
調
査
報
告
の
な
か
で
、
政
治
へ
の
関
心
を
問
う
質
問
に
対
す
る
回
答
を

分
析
し
て
、
「
し
か
し
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
答
は
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
っ
た
も
の
で

（
u
）

あ
る
」
と
率
直
に
語
っ
て
い
る
。
我
々
に
と
っ
て
も
こ
の
点
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

両
氏
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
た
よ
う
な
投
票
率
を
高
め
る
要
因
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
働
き

は
次
第
に
力
を
失
い
消
減
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後

も
な
お
島
根
県
は
高
い
投
票
率
を
誇
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
当
分
変
わ
り
そ
う
に
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政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
問
題
を
究
明
す
る
た
め
に
、

業
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

87654321
11 10 9

我
々
は
い
く
つ
か
の
分
析
作

　
山
岡
・
山
田
『
島
根
県
に
お
け
る
政
治
意
識
と
投
票
行
動
』
序
。

　
山
岡
・
山
田
　
前
掲
書
　
七
一
頁
。

　
山
岡
・
山
田
　
前
掲
書
　
四
一
頁
。

　
山
岡
・
山
田
　
前
掲
書
　
二
一
頁
。

　
山
岡
・
山
田
　
前
掲
書
　
七
一
頁
。

　
山
岡
・
山
田
　
前
掲
書
　
三
三
頁
。

　
山
岡
・
山
田
『
島
根
県
に
お
け
る
政
治
意
識
と
投
票
行
動
（
続
）
』
三
六
頁
。

　
山
岡
。
山
田
『
島
根
県
に
お
け
る
政
治
意
識
と
投
票
行
動
』
三
六
⊥
二
七
頁
、
五
一
s
五

六
頁
。
ま
た
、
山
田
「
選
挙
に
あ
ら
わ
れ
た
政
治
意
識
－
島
根
県
の
場
合
」
一
八
八
5
一
九

三
頁
は
、
こ
の
状
況
を
リ
ア
ル
に
描
き
出
し
て
い
る
。

　
山
岡
・
山
田
『
政
治
意
識
と
地
方
選
挙
の
問
題
点
』
第
二
章
。

　
山
岡
・
山
田
『
島
根
県
に
お
け
る
農
村
部
住
民
の
投
票
行
動
』
一
頁
。

　
山
田
『
政
治
意
識
と
選
挙
行
動
の
実
態
－
島
根
県
仁
多
町
、
六
日
市
町
の
場
合
1
』
二
二

頁
。

二
、
社
会
的
属
性
と
投
票
行
動
に
つ
い
て

　
次
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
村
宏
氏
の
研
究
で
あ
る
。
中
村
氏

の
研
究
は
、
山
岡
⑧
山
田
両
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
社
会
的
属
性
と
投
票
行
動
の
関

係
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
多
く
の
面
で
継
承
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

彼
の
研
究
は
、
島
根
県
の
高
い
投
票
率
の
理
由
を
社
会
的
属
性
か
ら
説
明
せ
ん
と
す

る
点
で
、
前
二
者
と
の
違
い
が
際
立
っ
て
く
る
。
中
村
氏
に
お
い
て
、
前
二
者
が
考

察
の
対
象
と
し
て
そ
の
解
明
に
力
を
注
い
だ
政
治
意
識
の
問
題
は
、
も
は
や
守
備
範

囲
外
に
あ
る
。

　
高
い
投
票
率
を
説
明
す
る
た
め
の
杜
会
的
属
性
と
し
て
用
い
ら
れ
る
要
因
は
、
年

齢
と
居
住
地
域
で
あ
り
、
こ
れ
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
人
口
統
計
学
的

（
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ツ
ク
な
一
要
因
は
、
年
齢
構
成
、
居
住
年
数
、
都
市
規
模
（
市
町

村
の
人
口
規
模
）
の
三
つ
に
具
体
化
さ
れ
て
、
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
年
齢
別

投
票
率
の
統
計
で
は
、
一
．
般
に
若
年
層
は
、
選
挙
へ
の
関
心
お
よ
び
投
票
率
が
と
も

に
低
い
が
、
加
齢
効
果
が
働
き
、
年
と
と
も
に
政
治
や
選
挙
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

ゆ
く
。
そ
し
て
投
票
率
も
中
高
年
齢
層
で
上
昇
を
記
録
す
る
。
居
住
年
数
と
投
票
率

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
居
住
年
数
が
長
い
人
ほ
ど
投
票
率
は
高
い
。
都
市
規
模
（
市

町
村
の
人
口
規
模
）
と
投
票
率
で
は
、
都
市
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
投
票
率
は
高
く
な

る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
要
因
は
、
都
市
規
模
の
小
さ
い
と
こ
ろ
ほ
ど
、
そ
こ
に
住
む
人
々

の
居
住
年
数
は
長
く
、
ま
た
年
齢
構
成
は
高
い
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

条
件
の
合
致
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
選
挙
に
お
い
て
投
票
率
が
高
い
と
い
う
の
が
一
般

的
な
傾
向
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
島
根
県
は
「
年
齢
構
成
が
高
く
居
住
年
数
が
長
く

市
町
村
の
人
口
規
模
は
全
国
最
小
で
あ
る
…
…
。
こ
う
し
た
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ツ
ク
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

特
色
が
島
根
の
高
投
票
率
の
重
要
な
説
明
変
数
で
あ
る
。
」

　
右
の
三
つ
の
要
因
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
投
票
率
が
高
い
こ
と
は
、
確
か
に
各
種

の
統
計
が
証
言
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
要
因
が
投
票
率
を
高
め
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
中
村
氏
は
、
三
つ
の
要
因
と
高
投
票
率
の
間
に
一
つ
の
説
明
項
を

挿
入
す
る
。
そ
れ
は
「
人
の
つ
な
が
り
の
連
鎖
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
人
の
つ
な
が

り
」
と
は
、
「
い
わ
ゆ
る
血
縁
で
あ
る
と
か
地
縁
で
あ
る
と
か
人
脈
で
あ
る
と
か
」
、

日
常
の
「
面
接
的
な
（
歓
8
叶
O
ま
8
な
）
人
問
関
係
と
つ
き
合
い
」
を
基
礎
に
形



7
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

成
さ
れ
る
関
係
を
い
う
。
「
人
の
つ
な
が
り
」
は
、
「
年
齢
構
成
が
高
く
居
住
年
数
が

長
く
市
町
村
の
人
口
規
模
の
小
さ
い
」
と
こ
ろ
で
容
易
に
形
成
さ
れ
る
。
「
人
の
つ
な

が
り
の
連
鎖
」
を
辿
っ
て
、
政
治
的
に
積
極
的
な
一
ア
ク
テ
ィ
ブ
）
行
為
者
が
消
極

的
な
（
パ
ツ
シ
ブ
一
人
々
へ
の
働
き
か
け
（
投
票
依
頼
）
を
行
い
、
票
の
組
織
化
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
わ
ち
固
定
化
を
図
っ
て
ゆ
く
。
こ
こ
か
ら
、
「
人
の
つ
な
が
り
の
連
鎖
」
が
「
固
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

票
を
多
く
し
投
票
率
を
高
く
し
て
い
く
」
と
の
推
論
が
引
き
出
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
投
票
依
頼
は
、
依
頼
者
と
被
依
頼
者
の
関
係
が
対
等
な
場
合
よ
り
も
、

上
下
関
係
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る
。
こ
の
上
下
関
係
に
あ
る

人
問
関
係
の
う
ち
、
両
者
が
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
な
保
護
・
服
従
の
関
係
で
結
ば
れ

て
い
る
場
合
、
恩
顧
関
係
、
す
な
わ
ち
パ
ト
ロ
ン
ー
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
関
係
（
寝
R
旨
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

O
－
－
8
ζ
①
－
註
旨
）
が
成
立
す
る
。
山
岡
・
山
田
両
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
経
済
的

「
後
進
」
地
域
の
行
政
へ
の
依
存
、
あ
る
い
は
中
央
に
対
す
る
地
方
の
依
存
の
関
係

は
、
今
日
で
も
そ
の
構
造
は
基
本
的
に
は
変
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も

と
で
の
恩
顧
関
係
の
主
要
な
形
態
は
、
行
政
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
恩
顧
関
係
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
強
い
政
治
的
圧
力
が
働
き
、
票
の

組
織
化
あ
る
い
は
固
定
化
が
促
進
さ
れ
る
。
組
織
さ
れ
た
票
、
固
定
化
さ
れ
た
票
が

多
い
と
い
う
こ
と
は
、
「
多
く
の
有
権
者
が
、
い
つ
も
き
ま
っ
て
投
票
し
た
い
、
あ
る

い
は
せ
ざ
る
を
え
な
い
戻
補
者
を
持
っ
て
い
る
」
こ
と
を
意
味
し
、
彼
ら
を
投
票
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
行
政
へ
の
依
存
度
の
高
い
島
根
の
社
会

に
は
強
い
行
政
恩
顧
関
係
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
票
の
組
織
化
、
固
定
化
を
押
し
進

め
、
そ
の
こ
と
が
選
挙
の
際
に
投
票
率
を
高
め
る
と
い
う
論
理
が
成
立
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
村
氏
は
、
人
口
統
計
学
的
要
因
↓
「
人
の
つ
な
が
り
の
連
鎖
」

の
形
成
↓
固
定
票
の
増
加
↓
高
い
投
票
率
と
い
う
図
式
の
中
に
、
行
政
恩
顧
関
係
を

利
用
し
て
活
動
す
る
「
政
治
的
ア
ク
テ
ィ
ブ
」
を
介
在
さ
せ
て
、
高
い
投
票
率
を
生

　
　
　
　
　
　
政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

み
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
試
み
た
。
こ
の
研
究
は
い
く
つ
か
の
作

業
仮
説
に
基
づ
い
て
い
る
と
は
い
え
、
一
般
に
承
認
さ
れ
た
確
実
な
事
実
に
よ
っ
て
、

高
い
投
票
率
を
生
み
出
す
原
因
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
説
得
的
で
あ
る
。
し
か
し
、

我
々
は
二
つ
の
点
で
な
お
説
明
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
と
の
感
じ
を
抱

く
。
そ
の
一
つ
は
、
前
述
の
よ
う
に
政
治
意
識
に
含
ま
れ
る
要
因
の
投
票
率
に
与
え

る
影
響
が
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
今
一
つ
は
、
先
の
説
明
図
式
は
島
根
県
以
外
の
い
わ
ゆ
る
地
方
と
呼
ば
れ
る
地
域

に
お
し
な
べ
て
い
え
る
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
現
在
の
中

央
対
地
方
の
関
係
の
中
で
、
地
方
の
中
央
へ
の
依
存
は
多
く
の
面
で
強
ま
り
こ
そ
す

れ
弱
ま
る
こ
と
は
予
想
し
え
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
他
府
県
と
の
比
較
研
究
が
必
要

と
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
の
解
明
は
な
お
手
つ
か
ず
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
。

654321
中
村
「
地
方
政
治
の
構
造
と
動
態
」
二
五
頁
。

中
村
　
前
掲
論
文
　
二
四
∫
二
五
頁
。

中
村
　
前
掲
論
文
　
二
七
頁
。

中
村
　
前
掲
論
文
　
二
五
頁
。

中
村
　
前
掲
論
文
　
三
五
5
五
六
頁
。
「
島
根
の
政
治
文
化
」
六
一
∫
六
三
頁
。

中
村
「
地
域
政
治
の
構
造
と
動
態
」
二
四
頁
。

三
、
年
齢
と
投
票
参
加

　
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
我
々
の
今
後
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
と
思

わ
れ
る
問
題
を
整
理
し
、
そ
の
究
明
の
糸
口
を
探
る
こ
と
が
、
本
節
の
課
題
で
あ
る
。
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政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

先
行
者
た
ち
は
い
ず
れ
も
杜
会
的
属
性
が
投
票
参
加
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
い
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
社
会
的
属
性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
性
別
・
年
齢
・
学
歴
・
所
得
・

職
業
・
居
住
地
域
は
、
各
種
調
査
に
お
い
て
調
査
書
の
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
と
し
て
常

に
調
査
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
研
究
も
多
い
。
こ
の
三
つ
の
要
因
に
つ
い
て
我
国
の

一
般
的
傾
向
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
学
歴
っ
ま
り
教
育
の
程
度
が
高
く
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
投
票
率
は
低
下
す
る
。
所
得
と
投
票
率
の
関
係
は
、
収
入
の
高
く
な

る
に
従
っ
て
上
昇
す
る
が
、
最
も
高
い
層
の
投
票
率
は
低
い
。
ま
た
職
業
と
の
関
係

で
は
農
林
漁
業
者
、
商
工
自
営
業
者
、
管
理
職
の
投
票
率
は
高
い
が
、
地
域
差
に
よ

っ
て
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
島
根
県
に
お
け
る
投
票
参
加
と
社
会

的
属
性
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
を
見
る
と
、
学
歴
・
所
得
・
職
業
と
投
票
率
に
関

す
る
分
析
は
少
な
い
。
島
根
県
に
お
い
て
実
証
的
デ
ー
タ
の
不
足
か
ら
、
全
国
的
傾

衆議院議員総選挙年齢階層別投票率

（単位：％）
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向
が
妥
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
な
さ
れ
る
の
み
で
、
こ
の
こ
と
は
不
明

確
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
特
に
性
別
、
年
齢
、
居
住
地
域
に
つ
い
て
検
討
し

て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
と
り
上
げ
た
諸
氏
の
調
査
研
究

が
参
考
に
な
る
。

　
ま
ず
性
別
に
つ
い
て
み
る
と
、
島
根
県
に
お
い
て
性
差
が
投
票
率
に
及
ぼ
す
影
響

は
、
末
尾
の
付
表
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
そ
う
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
昭
和
三

〇
年
代
以
降
男
女
別
の
投
票
率
は
か
な
り
接
近
し
て
お
り
、
性
別
に
よ
る
投
票
率
の

格
差
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
っ
て
よ
い
。
男
女
差
が
僅
少
で
あ
る
こ
と
は
、
島
根
県

の
投
票
率
を
高
め
た
一
つ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
山
岡
氏
は
、

昭
和
三
六
年
に
全
国
の
男
女
別
投
票
率
を
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
男

女
差
の
最
も
少
な
い
の
は
島
根
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
投
票
率
が
八
回
を
通
じ
て
概

ね
上
位
に
あ
る
の
は
、
男
女
差
の
少
な
い
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
女
性
の
投
票
率
が
最

初
か
ら
高
か
っ
た
こ
と
に
大
き
い
原
因
が
あ
る
。
…
…
投
票
率
を
大
き
く
左
右
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
は
婦
人
の
投
票
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
」
全
国
的
に
見
れ
ば
、
昭
和
四
四
年

の
第
三
二
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
以
降
、
女
性
の
投
票
率
が
男
性
の
そ
れ
を
上
ま
わ

っ
て
い
る
が
、
島
根
県
に
お
い
て
は
す
で
に
昭
和
三
〇
年
代
の
中
頃
か
ら
、
女
性
の

投
票
率
が
男
性
の
そ
れ
を
上
ま
わ
る
現
象
が
表
れ
て
い
る
こ
と
が
付
表
か
ら
分
る
の

で
あ
る
。

　
年
齢
と
投
票
率
の
関
係
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、

両
者
問
に
相
当
な
関
係
の
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
図
2
は
過
去
三
回
の
衆

議
院
議
員
総
選
挙
の
年
齢
階
層
別
投
票
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選

挙
の
時
期
や
背
景
が
異
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
の
傾
向
が
表
れ
て
い
る
。

投
票
率
は
、
二
〇
代
か
ら
五
〇
歳
頃
ま
で
上
昇
し
続
け
、
六
〇
代
で
減
少
し
始
め
る
。

こ
の
パ
タ
ー
ン
は
都
市
部
、
農
村
部
を
問
わ
ず
変
ら
な
い
。
こ
の
図
か
ら
な
ぜ
二
〇
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第38回衆議院議員選挙に棄権した理由3図
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政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

　
　
　
ト
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倒
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面
だ
7
一

　
た
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が
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兇

選
関
な
1
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髪

(~i~~~]i~~* a)f*-~), ~~f,~~L~~~-･~~-~fh~IOO"/o ~ t~~ ~ 17~: ~~) （複数回答のため，総数が100％とならない）

出所：明るい選挙推進協会『第38回衆議院議員総選挙，第14回参議院議員通常選挙の実態』昭和61年10月 118頁より作図。

代
の
青
年
層
と
六
五
歳
以
上
の
老
年
層
の
投
票
率
が
低
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑

問
が
生
ず
る
。
そ
の
回
答
は
分
析
枠
組
の
中
で
媒
介
変
数
と
し
て
設
定
し
た
政
治
的

関
与
と
組
織
加
入
の
面
か
ら
説
明
さ
れ
う
る
。
年
齢
と
政
治
的
関
与
と
の
関
係
で
は
、

「
1
政
治
的
関
心
は
、
男
性
の
場
合
四
〇
代
ま
で
年
齢
と
と
も
に
上
昇
す
る
が
、
そ

れ
以
降
ゆ
る
や
か
に
低
下
し
て
い
く
。
女
性
の
場
合
五
〇
代
ま
で
同
じ
レ
ベ
ル
に
止

ま
る
が
、
そ
れ
以
降
急
激
に
低
下
す
る
。
…
…
2
投
票
義
務
感
は
六
〇
代
ま
で
年
齢

と
と
も
に
上
昇
を
続
け
る
。
…
…
3
地
域
愛
着
感
と
政
党
支
持
は
、
男
女
と
も
年
齢

と
と
も
に
上
昇
し
、
七
〇
歳
を
超
え
て
も
低
下
し
な
い
。
政
治
関
与
と
投
票
参
加
度

に
高
い
相
関
が
あ
る
と
す
る
と
、
七
〇
歳
以
上
の
有
権
者
の
投
票
率
の
低
下
は
、
政

党
支
持
や
地
域
愛
着
感
の
衰
え
で
は
な
く
て
政
治
的
関
心
と
投
票
義
務
感
の
低
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

一
因
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
」
逆
に
青
年
層
の
低
投
票
率
の
原
因
は
、
政
治
的
関
心
、

投
票
義
務
感
、
地
域
愛
着
感
そ
し
て
政
党
支
持
が
い
ず
れ
も
低
い
こ
と
に
求
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
青
年
層
と
老
年
層
の
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
な
理
由
も
認
め
ら
れ
る
。
図
3

は
、
昭
和
六
一
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
棄
権
し
た
理
由
を
二
〇
歳
代
と
六
〇
歳

代
に
つ
い
て
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
歳
代
で
は
「
用
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
「
面

倒
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
の
割
合
が
多
い
こ
と
が
、
六
〇
歳
代
で
は
「
病
気
だ
っ
た

か
ら
」
が
最
大
の
理
由
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。
両
年
代
と
も
参
加

の
コ
ス
ト
感
覚
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
二
〇
歳
代
で
は
生
活
の
多
目
的
性
が
、
六
〇

歳
代
で
は
健
康
上
の
理
由
が
コ
ス
ト
感
覚
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
さ
ら
に
残

り
の
理
由
は
と
も
に
政
治
的
関
与
の
度
合
が
低
い
た
め
に
上
っ
て
く
る
も
の
が
多
い

と
こ
ろ
か
ら
、
両
世
代
と
も
に
政
治
的
関
与
の
度
合
が
低
い
こ
と
が
、
氏
投
票
率
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
組
織
加
入
と
の
関
係
で
は
、
青
年
層
と

老
年
層
の
投
票
率
が
低
い
理
由
の
一
つ
に
、
こ
の
年
齢
層
の
組
織
加
入
率
が
低
い
こ
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政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

（単位：％）年齢別構成1表

歳 島根県 全 国

0～19 26．5 28．9

20～24 4．4 6．8

25～29 5．6 6．5

30～34 6．8 7．5

35～39 7．9 8．9

40～44 6．2 7．5

45～49 6．3 6．8

50～54 7．5 6．5

55～59 7．3 5．8

60～64 6．2 4．5

65～ 15．3 10．3

（昭和60年国勢調査）

第36回衆議院議員総選挙年齢別投票率4図
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と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
全
国
的
傾
向
が
示
す
年
齢
と
投
票
率
の
関
係
は
、
島
根
県
に
お
け

る
そ
れ
と
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
年
齢
と
い
う
属
性
は
島
根
県
の
高
投
票
率

に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
に
当
っ

て
は
、
ま
ず
全
国
の
隼
齢
構
成
と
島
根
県
の
そ
れ
と
を
比
較
し
た
場
合
に
み
ら
れ
る

後
者
の
特
徴
を
押
さ
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
表
1
は
全
国
と
島
根
県
と
の
年
齢

構
成
の
比
較
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
分
る
よ
う
に
島
根
県
は
、
全
国
に
比
し
て
若
年

齢
層
の
比
率
が
低
く
高
年
齢
層
特
に
六
五
歳
以
上
の
年
齢
層
の
そ
れ
が
著
し
く
高

い
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
過
疎
化
、
出
生
率
の
低
下
傾
向
が
始
ま
っ
た
三
〇
年
代
中

半
か
ら
み
ら
れ
た
が
、
高
齢
化
が
近
年
著
し
く
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
年
齢
構
成
の

特
徴
に
着
目
し
て
島
根
県
の
投
票
率
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
島
根
県
の
年
齢
別
投
票

率
に
つ
い
て
は
公
表
さ
れ
た
確
定
的
な
数
字
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
中
村
氏
は
、

昭
和
五
五
年
の
第
三
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
後
の
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
標
準
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

域
抽
出
集
計
の
数
字
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
コ
一
〇
∫
二
四
（
六
〇
・
六
）
、

二
五
∫
二
九
（
七
七
二
二
）
、
三
〇
s
三
四
（
八
一
・
○
）
、
三
五
s
三
九
（
八
四
・

四
）
、
四
〇
s
四
四
（
九
一
・
六
）
、
四
五
∫
四
九
（
八
九
ニ
ニ
）
、
五
〇
∫
五
四
（
八

七
⑧
六
）
、
五
五
∫
五
九
（
九
三
⑧
五
）
、
六
〇
∫
六
四
（
九
四
・
六
）
、
六
五
s
六
九

（
九
二
一
五
）
、
七
〇
∫
（
八
九
⑧
九
）
、
計
八
五
二
二
％
」
（
二
〇
∫
二
四
は
二
〇
歳

か
ら
二
四
歳
ま
で
の
年
齢
層
を
、
カ
ツ
コ
内
は
投
票
率
の
百
分
比
を
表
わ
す
　
　
引

用
者
）
。
こ
の
数
字
に
よ
っ
て
、
島
根
県
に
お
け
る
年
齢
別
投
票
率
の
傾
向
を
伺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
数
字
を
図
2
の
第
三
六
回
総
選
挙
の
投
票
率
を
示
す
曲
線

と
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
が
図
4
で
あ
る
。
二
〇
代
前
半
の
若
年
層
の
投
票
率
こ
そ
全

国
平
均
値
と
変
ら
な
い
も
の
の
、
そ
れ
以
上
の
各
年
齢
層
の
投
票
率
は
全
国
平
均
を

大
き
く
上
ま
わ
り
、
特
に
全
国
的
傾
向
か
ら
す
る
と
大
き
く
投
票
率
が
下
る
と
さ
れ



u

て
い
る
七
〇
歳
以
上
の
有
権
者
の
投
票
率
は
、
全
国
平
均
値
よ
り
約
二
〇
％
程
度
高

く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
確
認
し
う
る
こ
と
は
、
島
根
県
が
高
い
投
票
率
を
記
録

し
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
若
年
層
を
除
い
て
全
般
的
に
投
票
率
が
高
い
と
い
う
こ

と
の
ほ
か
に
二
つ
の
理
由
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
本
来

投
票
率
が
低
い
と
さ
れ
て
る
若
年
層
と
老
年
層
の
う
ち
、
二
〇
代
前
半
の
層
は
全
国

平
均
値
と
変
ら
な
い
が
、
表
1
に
示
し
た
よ
う
に
そ
の
年
代
は
人
口
構
成
比
で
、
全

国
平
均
を
下
ま
わ
っ
て
人
数
が
少
な
い
た
め
、
投
票
率
の
統
計
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
全
国
的
傾
向
と
異
な
っ
て
、
老
年

層
の
投
票
率
が
非
常
に
高
く
、
島
根
県
の
年
齢
階
層
別
の
比
較
で
も
そ
れ
以
下
の
い

く
つ
か
の
年
齢
層
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
し
か
も
こ
の
年
齢
層
の
人
口

構
成
比
は
全
国
平
均
値
よ
り
も
格
段
に
高
く
、
約
一
五
％
を
占
め
て
い
る
た
め
、
投

票
率
を
押
し
上
げ
る
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
若
年
層
に
関
し
て
い
え
ば
、
新
成
人
の
政
治
意
識
調
査
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、

政
治
的
関
心
や
投
票
義
務
感
は
低
く
、
逆
に
投
票
参
加
の
コ
ス
ト
感
覚
は
高
い
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

総
じ
て
全
国
的
傾
向
と
同
様
に
政
治
的
関
与
の
度
合
は
低
い
。
し
か
し
、
老
年
層
の

高
い
投
票
率
の
理
由
は
一
体
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
論
じ
た
六
〇
代
の
人
々
の

棄
権
の
理
由
一
図
3
）
か
ら
逆
に
推
論
し
て
、
や
や
誇
張
し
て
い
え
ば
、
島
根
県
の

お
年
寄
り
は
、
健
康
面
で
は
元
気
い
っ
ぱ
い
、
政
治
や
選
挙
に
大
い
に
関
心
を
持
ち
、

投
票
日
に
多
少
の
用
事
が
あ
ろ
う
と
も
面
倒
が
ら
ず
投
票
所
に
駆
け
っ
け
る
人
達
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

を
検
証
す
る
た
め
に
は
、
投
票
率
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
他
の
属
性
要
因
で
あ
る

居
住
地
域
の
都
市
規
模
の
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
我
々
は
、
さ

し
当
っ
て
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
来
投
票
率
を
低
下
さ
せ
る
若
年
層
の
人
口
構

成
比
に
お
け
る
数
の
少
な
さ
と
、
同
様
に
投
票
率
を
低
下
さ
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

老
年
層
の
高
投
票
率
お
よ
び
人
口
構
成
比
に
お
け
る
数
の
多
さ
が
、
島
根
県
に
お
け

る
高
い
投
票
率
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
先
に
進
む
こ
と
に

し
よ
う
。4321

山
岡
・
山
田
『
島
根
県
に
お
け
る
政
治
意
識
と
投
票
行
動
（
続
）
』

蒲
島
『
政
治
参
加
』
一
二
一
頁
。

中
村
「
島
根
の
政
治
文
化
」
五
七
頁
。

『
新
成
人
政
治
意
識
調
査
』
島
根
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

四
、
居
住
地
域
と
投
票
参
加

四
八
頁
。

昭
和
六
〇
年
三
月
。

　
次
に
居
住
地
域
1
－
都
市
規
模
と
投
票
参
加
の
関
係
を
と
り
上
げ
て
み
よ
う
。
都
市

規
模
が
投
票
率
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
資
料
が
一
致
し
て
小
都
市
の

投
票
率
が
大
都
市
の
そ
れ
よ
り
も
常
に
高
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
我
々

は
都
市
規
模
と
投
票
率
の
逆
相
関
関
係
、
す
な
わ
ち
都
市
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
投
票

率
が
高
い
と
い
う
関
係
が
、
い
か
な
る
原
因
に
よ
る
も
の
か
を
、
政
治
的
関
与
や
組

織
加
入
の
度
合
と
い
っ
た
分
析
枠
組
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
要
因
を
媒
介
に
し
て
探
っ

て
ゆ
こ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
我
々
は
、
そ
の
逆
相
関
関
係
が
こ
れ
ら
の
要
因
に
影
響
を

受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
都
市
規
模
と
住
居
お
よ
び
居
住
年
数
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
簡
単
な
事
実
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
図
5
は
そ
れ
ぞ
れ
都
市
規
模
と
居
住
お
よ

び
居
住
年
数
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
が
示
す
よ
う
に
、
都
市
規
模
が
小

さ
く
な
る
ほ
ど
二
戸
建
の
自
分
の
家
に
住
む
人
が
多
く
な
り
、
ま
た
居
住
年
数
も
長

く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
は
投
票
行
動
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
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社会的属性と都市規模5図
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）％（表2　都市規模別組織加入の実態

都市規模
人口10万
以上の市

人口10万
未満の市

66．9

11．3

17．4

3．7

7．5

6．O

6．9

15．9

1．1

21．4

72．1

15．1

20．1

8．2

7．5

6．3

3．8

17．1

2．1

14．9

囲丁　村11大都市
組織のタイプ

64，0

19，7

17，6

19．7

7．8

7．4

5，1

20．6

3，2

17．7

60．7町内・自治・区会

婦人会・青年団

P　T　A

農林漁業団体

労働組合

商工業団体

宗教団体

趣味・同好会

その他

非加入（D　K含む）

複数回答（計）

出所：蒲島 前掲書145頁

3●8
12．4

9●O
5●5
5■4

”
12．1

1●1
27．4

182．8167．1158．1138．2

る
。
そ
れ
は
、
都
市
規
模
別
投
票
率
と
住
屠
お
よ
び
居
住
年
数
の
関
係
を
示
し
た
図

6
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
概
ね
二
ロ
ダ
建
の
自
分
の
家
に
住
む
人
ほ
ど
投
票
率
が
高
く
、

ま
た
居
住
年
数
が
長
く
な
る
ほ
ど
投
票
率
が
高
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
相
関
関
係
が

生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
右
の
よ
う
な
社
会
的
属
性
が
政
治
的
関
与
や
組

織
加
入
の
度
合
を
高
め
る
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
一
地
域
で
二
ロ
ダ
建
の
自

分
の
家
に
長
く
住
む
人
は
、
政
治
的
義
務
感
、
政
治
有
力
感
、
政
治
的
信
頼
、
地
域

　
　
　
　
　
　
政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

愛
着
度
が
い
ず
れ
も
高
く
な
り
、
ひ
い
て
は
投
票
へ
の
参
加
度
も
高
く
な
る
の
で
あ

る
。
都
市
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
、
こ
の
よ
う
な
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
組
織
加
入
に
つ
い
て
も
、
表
2
の
よ
う
に
都
市
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
加
入
率

は
高
く
な
る
。
一
見
非
政
治
的
組
織
と
思
わ
れ
る
も
の
も
、
そ
こ
に
加
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
会
員
相
互
の
交
流
の
中
で
、
ど
の
組
織
に
も
加
わ
っ
て
い
な
い
人
に
比
べ

て
政
治
的
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
選
挙
の
際
、
組
織
が
会
員
を
投
票
参

加
に
導
く
こ
と
も
多
い
。
都
市
規
模
の
小
さ
い
と
こ
ろ
ほ
ど
組
織
が
有
権
者
を
包
括

す
る
度
合
が
強
く
な
り
、
そ
れ
が
投
票
率
を
高
め
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
一
般
命
題
は
島
根
県
に
も
妥
当
し
、
投
票
率
圭
局
め
る
に
寄
与
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
か
。
居
住
地
域
1
1
都
市
規
模
と
投
票
率
の
関
係
は
概
ね
島
根
県
に
も

当
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
中
村
氏
の
詳
細
な
研
究
が
回

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

答
を
用
意
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
島
根
県
は
居
住
年
数
に
つ
い
て
み
る
と
全

国
平
均
に
比
べ
て
か
な
り
長
い
。
ま
た
市
町
村
規
模
一
人
口
規
模
）
は
全
国
最
小
で

あ
り
、
都
市
部
と
農
村
部
と
の
対
比
で
い
え
ば
、
典
型
的
な
農
村
部
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
多
様
な
組
織
が
、
有
権
者
の
大
半
を
二
重

三
重
に
包
括
し
て
い
る
こ
と
は
つ
と
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
全
国
的
傾

向
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
選
挙
の
際
に
組
織
が
及
ぼ
す
影
響
も
強
ま
っ
て
く
る
。

さ
ら
に
観
点
を
変
え
て
い
う
と
、
島
根
県
が
農
村
県
と
分
類
さ
れ
る
よ
う
に
農
村
地

帯
を
多
く
抱
え
る
県
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
業
の
不
振
が
し

き
り
に
報
道
さ
れ
る
昨
今
で
あ
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
全
国
的
に
専
業
農
家
が
微

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

増
し
て
い
る
。
県
の
統
計
に
よ
る
と
島
根
県
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
耕
地
面
積

を
増
や
し
、
経
営
基
盤
を
強
化
し
て
農
産
物
自
由
化
に
対
抗
し
う
る
農
家
の
育
成
を

図
る
と
い
う
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
事
実
は
、
兼
業
農
家
の
働
き
手
が
、
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定
年
退
職
後
ふ
た
た
び
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
、
専
業
野
家
と
し
て
統
計
上

表
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
高
齢
の
農
業
者
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
人
々
は
、

都
市
に
お
い
て
仕
事
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
と
の
接
点
を
失
い
、
急
速
に
政

治
的
関
与
を
低
下
さ
せ
て
ゆ
く
高
齢
者
と
異
っ
て
、
生
産
に
従
事
し
多
様
な
組
織
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
社
会
と
の
接
点
を
持
ち
続
け
、
し
か
も
農
村
の

密
な
人
間
関
係
の
中
で
政
治
的
関
与
を
低
下
さ
せ
な
い
高
齢
者
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を

証
明
す
る
資
料
は
無
い
が
、
こ
の
よ
う
な
人
の
数
の
多
い
所
で
は
、
投
票
率
は
高
ま

る
は
ず
で
あ
る
。
先
に
、
島
根
県
の
お
年
寄
り
は
、
健
康
面
で
は
元
気
い
っ
ぱ
い
、

政
治
や
選
挙
に
大
い
に
関
心
を
持
ち
、
投
票
日
に
は
多
少
の
用
事
が
あ
ろ
う
と
も
面

倒
が
ら
ず
に
投
票
所
に
駆
け
つ
け
る
人
達
で
は
な
い
か
、
と
論
じ
た
。
右
に
述
べ
た

よ
う
な
高
齢
者
は
、
健
康
面
で
元
気
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、

少
な
く
と
も
政
治
や
選
挙
に
関
心
が
あ
り
、
面
倒
が
ら
ず
投
票
に
出
か
け
る
人
達
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
島
根
県
に
お
け
る
高
い
投
票
率
の
達
成
に
は
、
こ
の
よ

う
な
人
々
の
力
が
預
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

54321876
　
山
岡
・
山
田
『
島
根
県
に
お
け
る
政
治
意
識
と
投
票
行
動
（
続
）
』
四
八
頁
。

蒲
島
郁
夫
「
棄
権
の
研
究
（
1
）
」
『
選
挙
』
一
九
八
七
年
一
一
月
、
七
頁
。

蒲
島
　
前
掲
書
　
八
頁
。

中
村
「
島
根
の
政
治
文
化
」
五
七
頁
。

島
根
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
『
新
成
人
政
治
意
識
調
査
』
　
昭
和
六
〇
年
、
三
－
一

五
頁
。

蒲
島
『
政
治
参
加
』
一
四
九
頁
。

中
村
「
低
投
票
率
の
人
口
統
計
額
的
考
察
H
」
『
選
挙
』
一
九
八
二
年
九
月
、
一
－
二
一
頁
。

島
根
県
『
昭
和
六
一
年
島
根
県
統
計
書
』
島
根
県
統
計
事
務
所
、
昭
和
六
二
年
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
島
根
県
に
お
け
る
投
票
参
加
の
問
題
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
と
考
え

ら
れ
る
諸
研
究
を
把
握
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
と
最
近
の
政
治
参
加
に
関
す

る
研
究
の
成
果
を
も
と
に
、
あ
ら
た
め
て
島
根
県
に
お
け
る
高
い
投
票
率
の
原
因
を

究
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
島
根
県
に
お
け
る
最
近
の
調
査
研

究
が
少
な
い
こ
と
か
ら
v
投
票
率
の
高
低
を
規
定
す
る
と
考
え
ら
れ
る
要
因
の
検
討

は
、
限
ら
れ
た
範
囲
の
検
証
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
取
り
上
げ
た
要
因

の
う
ち
、
年
齢
が
及
ぼ
す
影
響
に
関
し
て
は
、
高
齢
者
層
の
全
国
平
均
値
に
比
し
て

著
し
く
高
い
投
票
率
と
こ
の
年
齢
層
の
人
口
構
成
比
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い
こ
と

が
、
島
根
県
の
投
票
率
圭
目
同
め
る
大
き
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

居
住
地
域
に
関
し
て
は
、
島
根
県
の
場
合
も
全
国
的
傾
向
が
妥
当
す
る
の
で
は
な
い

か
と
の
推
論
に
辿
り
つ
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
社
会
的
属
性
の
検
討
は
今
後
の

調
査
研
究
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
我
々
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
問
題
は
、
政
治
的
関
与
と
組
織
加
入
と

い
う
媒
介
変
数
が
投
票
率
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
小
の
問
題
で
あ
る
。
山
岡
・
山
田
両

氏
が
政
治
意
識
の
測
定
を
課
題
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
媒
介
変
数
に
含
ま
れ

る
諸
要
因
を
調
査
研
究
を
通
し
て
測
定
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
我
々
は
社
会
的
属
性
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
諸

要
因
が
投
票
率
の
高
低
に
か
な
り
の
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
選
挙
の
状
況
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
効
果
お

よ
び
バ
ツ
フ
ァ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
及
ぼ
す
効
果
が
加
わ
る
。
こ
れ
も
ま
た
調
査
研
究

の
積
み
重
ね
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
問
題



を
解
明
す
る
に
は
余
り
に
も
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
お
り
、
島
根
県
の
高
い
投
票
率
の

原
因
に
つ
い
て
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

今
後
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
主
題
と
し
て
設
定
し
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
九
年
四
月
一
〇
日
）

15

政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）
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付表1　島根県の投票率
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出所：島根県選挙管理委員会『選挙の記録』昭和62年12月．一部修正。
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付表3 島根県の投票率
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付表4 島根県の投票率
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轡恕鮒員刈鞘触仁漏（仔三）


